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〈要旨〉  
 アゲハチョウの幼虫は特定の植物のみを食べる。しかし、卵から孵ったばかりの幼虫は

体が小さく移動能力が低いため、自力で広い環境中から餌を見つけ出すのは難しい。その

ため、飛ぶことができ移動能力の高いメス成虫が正確に植物種を見分けて、適切な植物に

産卵することが次世代の生存を左右する。メス成虫は産卵の直前に前脚で植物の表面に触

れ、その“味”を感じ取って幼虫の食草か否かを判断している。アゲハチョウが植物を認

識する際に働いている味覚受容体遺伝子を探索し、その機能と産卵行動との関わりを、遺

伝子・細胞・行動と多岐にわたる実験で解明した研究について解説する。 
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